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横
穴
墓
は
墓
で
す
か
ら
、
条
件
が
よ
け
れ
ば
人
骨

じ
ん
こ
つ

が
出
て
き
ま
す
。

ち
な
み
に
島
根
県
で
最
も
古
い
人
骨
の
発
掘
例
は
、
縄
文
時
代
晩
期

（
約
三
〇
〇
〇
年
前
）
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

人
骨
は
、
直
接
土
を
か
ぶ
っ
て
い
な
い
と
残
り
や
す
い
よ
う
で
、
と

く
に
花
崗
岩

か
こ
う
が
ん

地
帯
で
あ
る
奥
出
雲

お
く
い
ず
も

の
横
穴
墓
か
ら
は
、
残
り
の
良
い
骨

が
し
ば
し
ば
出
て
き
ま
す
。
頭
蓋
骨

ず
が
い
こ
つ

か
ら
指
の
先
ま
で
残
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
ま
る
で
学
校
の
理
科
室
に
あ
る
人
体

標
本
の
よ
う
で
、
気
味
の
悪
さ
は
あ
ま
り
感
じ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
骨
と
い
う
の
は
や
は
り
気
持
ち
悪
い
も
の
で
、
た
い
て
い

の
人
は
横
穴
墓
に
入
り
た
が
り
ま
せ
ん
。
し
か
た
な
く
骨
を
掘
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
が
、
横
穴
墓
か
ら
は
し
ば
し
ば
、
苔こ

け

む
し
た
よ
う
な
、

妙
な
に
お
い
が
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
墓
の
に
お
い
」
と
言
え
ば

わ
か
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
体
に
つ
く
と
、
な
か
な
か
取
れ
ず
大
変

で
す
。

な
に
か
と
や
っ
か
い
な
古
代
の
骨
で
す
が
、
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る

う
え
で
、
実
に
多
く
の
貴
重
な
情
報
を
持
っ
て
い
ま
す
。
骨
や
歯
の
特

徴
か
ら
血
縁
関
係
も
探
れ
る
し
、
古
代
人
の
病
気
も
わ
か
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
に
よ
っ
て
葬

ほ
う
む

ら
れ
た
人
の

遺
伝
い
で
ん

情
報
ま
で
わ
か
る
日
も
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

横
穴
墓
が
語
る
、
島
根
の
地
域
性

〜
五
種
類
の
横
穴
墓
が
示
す
も
の
〜

六
世
紀
中
ご
ろ
、
島
根
県
に
伝
わ
っ
た
初
期
の
横よ
こ

穴
墓
あ
な
ぼ

は
、
全
県
的
に
丸
い
天
井
で
狭せ
ま

い
墓
道
ぼ
ど
う

が

付
く
と
い
う
、
同
じ
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
六
世
紀
の
終
り
ご
ろ
に
な
る
と
、
地

域
に
よ
っ
て
横
穴
墓
の
様
子
が
異
な
っ
て

き
ま
す
。
現
在
の
地
域
性
に
も
つ
な
が
る

こ
の
横
穴
墓
の
特
徴
を
、
こ
こ
で
は

五
つ
の
地
域
に
分
け
て
紹
介
し

ま
す
。

安来市から松江市にかけての横穴墓は、造り
が大きいものが多いようです。奥の部屋は天井
が家形で平入りのものが多く、ときには石棺を
納めたり、立派な副葬品を持つものもあります。
部屋の前には祭りの場として大きな前庭が作ら
れます。
全体の形は当時の出雲東部の首長墓の石棺式
石室とよく似ており、この形の横穴墓が多く造
られる範囲が、のちの意宇

お う

郡（現在の松江市・
安来市および八束郡の南半地域。詳しくは5巻を
参照）と重なっています。

奥出雲の横穴墓は、「うなぎの寝床」のよう
に奥に長く、天井はテントのように三角形です。
水はけの良い花崗岩

かこうがん

地帯のためか、人骨の保存
状態が良いものが多く、当時の家族関係などを
知るうえで、貴重な資料を提供しています。

隠岐にも多くの横穴墓がありますが、出雲部ほど
調査例は多くありません。奥の部屋の天井は家形
で、出雲部と似ていますが、出雲部ではあまり出な
いもの（あわびや大量の玉など）も出土します。

出雲市周辺の横穴墓は、天井が家形で妻入り
のものが多いのが特徴です。加工が丁寧なもの
も多く、工具で削った跡がよくわかるものもあ
ります。

地蔵堂横穴墓群
（出雲市下古志町）
農道工事中に発見され、3穴を調査。
出雲市周辺では比較的古い横穴墓
で、奥の部屋が細長く、天井は丸い。

神門
か ん ど

横穴墓群（出雲市知井宮町）
全部で100穴以上はある、巨大な横穴墓群。そのうち20穴
以上が、河川工事のため調査された。中には壁を肋骨

ろっこつ

のよ
うに削った跡の残る横穴墓もあった。

尾崎横穴墓群（佐田町宮内）
道路工事に先立って、16穴を調査。
奥の部屋は縦長で、壁には特徴のあ
る肋骨
ろっこつ

状の削り跡が残っていたもの
もある。

平野横穴墓群（斐川町上直江）
工場建設に伴い、19穴を調査。未調
査のものを含めると30近い横穴墓が
造られたと考えられる。

石見地方では、東部の大田市から仁摩町にか
けてと、益田市周辺で多く横穴墓が造られ、山
間部でも点々と横穴墓が調査されています。規
模は小さく、天井が平らなものが多いのが特徴
です。

古城山
こじょうやま

横穴墓群
（東出雲町出雲郷）
学校の建設に伴い、5穴の横穴墓を調査。

渋山池
しぶやまいけ

横穴墓群（東出雲町揖屋）
安来道路建設に伴って15穴が調査され、九
州に関連する変わった石棺や珍しい陶棺
（焼き物で造られた棺）も出てきた。

島田池横穴墓群

（東出雲町出雲郷）
安来道路建設に伴い、30穴以上の横穴墓
を調査。墳丘を持つものも多い。

御津
み つ

貝塚横穴墓群
（鹿島町御津）
林道工事中に発見された横穴墓群。９穴のうち
４穴を調査。人骨や須恵器などが出土した。

花立
はなたて

横穴墓群
（玉湯町花立）
住宅団地建設に伴い４穴を調査。うち２つの
横穴墓で石棺が見つかった。「白来待」と呼
ばれる、白いきれいな石が使われている。

奥山横穴墓群
（松江市上乃木町）
島根女子短大建設に伴い、２穴を調査。
花模様を刻んだ大きな刀などが出土。

中竹矢
なかちくや

横穴墓群（松江市竹矢町）
島根では古い形の横穴墓。横穴墓の上に、
古墳と同様の高まり（墳丘）も発見された。
松江道路建設に伴い調査。

菅沢谷
すげさわだに

横穴墓群
（松江市乃白町）
工業団地の建設に伴い調査。石棺を置く
横穴墓もあった。

角
すみ

・宮ノ峠
みやのたわ

横穴墓（横田町横田）
農地造成工事中に発見された。女性２体の人骨が並んで発見された。

臼
うす

コクリ横穴墓群
（安来市佐久保町）
安来道路建設に伴い、14穴を調査。石棺
を持つ横穴が３穴もあり、金銅装の刀な
ど、立派な副葬品も出土している。

東下谷
ひがししもたに

横穴墓群
（三刀屋町中野）
道路工事中に６穴発見
されたが、うち３穴は
すでにない。６号穴は
骨の残りが良く、５体
の人骨が折り重なるよ
うにして出土した。

川子原
かわこばら

横穴墓
（仁多町川子原）
採土中に発見、調査さ
れた。２体の人骨とと
もに、馬具や大刀など
の副葬品も出た。

御崎
み さ き

横穴墓群（知夫村薄毛）
くずれた崖面の復旧工事に伴い、４穴を調査。そのうち１
穴からあわびの貝がらが出土し、注目された。あわびは、
奈良時代に隠岐から中央政府へ献上された品として有名。

来居
く る い

横穴墓群（西ノ島町美田）
道路建設で８穴が調査され、今は道路脇の斜面に１穴開い
ている。天井が家形で整ったものもあり、刀なども出土し
ている。

比久尼原
び く に ば ら

横穴墓群
（仁多町鴨倉）
農道工事中に５穴発見
され、うち２穴の調査
が行われた。５号穴か
らは、バラバラになっ
た人骨を集めて布にく
るんだ形跡が認めら
れ、注目された。

下川原
しもかわら

横穴墓
（石見町中野）
工事に伴い発掘調査、現在、
石見ではもっとも古い横穴墓。
奥の部屋の天井がドーム形で、
入口の前に狭い墓道が付く形
は、出雲東部の古い横穴墓と
同じ。矢を入れる「胡

こ

ろく」が
出土している。

松田谷横穴墓群（大田市波根町）
農業大学校建設に伴い調査。15穴が調査され、刀や玉
類などが出土した。

諸友大師山
もろともたいしやま

横穴墓群（大田市久手町）
15穴からなる横穴墓群で、その一部が道路工事にかかってい
る。刀などとともに、多くの玉類が出土している。

北長廻
きたながさこ

横穴墓群
（益田市北長廻町）
採土工事に伴い、数回に
わたって調査。かなりの
横穴墓が集中していたと
推測される。

江迫
え ざ こ

横穴墓群（瑞穂町淀原）
草地の造成工事中に発見され、３穴を調査。奥の部
屋の形は正方形に近く、天井が家形で妻入りの点な
ど、出雲西部の横穴墓に似ている。うち１号穴では、
通常は腐ってしまう木の棺が残っていたり、ドブ貝の
貝殻が出土するなど、貴重な資料となった。

発
掘
こ
ぼ
れ
話

…
骨
…

▲

▲▲

▲

▲
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